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Comparison of effects of joint flexibility on the lumbo-pelvic rhythm in hea
lthy university students while bending the trunk forward 







































maxにて遅延，あるいは持続的な活動が生じている。Flexion relaxation response は腰痛
症に対する感度の高い評価法とされており，腰部の疼痛が生じるリスクが高いことが示唆
された。本課題動作の場合には股関節屈曲運動の減少により骨盤の前傾が小さくなり，相
対的に軟度の高い腰椎の運動に影響し腰痛を誘発することが考えられた。体幹前屈運動終
盤における腰椎骨盤リズムを評価することで，表面筋電計のない環境でも疼痛のリスクを
スクリーニングすることができ，予防へつなげることができると考えられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
